
 

 

 

 

 

笑顔の効果 
副校長 今野 敏晴 

朝、学区の横断歩道に出て校長先生と交代で学援隊の方とともに登校指導をしています。子どもたち

を見守っていると子ども達の表情や仕草から様々なことを感じます。大きな声でおはようございますと

元気にあいさつをしてくれる子、ちょっとはにかみながらもニコニコとあいさつをしてくれる子、また、

高学年の子が低学年の子の手をつないで登校してくる姿もよく見かけます。どちらも笑顔になっていま

す。子ども達のあいさつや笑顔に元気をもらっていますが、私もできるだけ子ども達一人ひとりに笑顔

であいさつするよう心掛けています。 

この笑顔ですが、「笑う門には福来る」ということわざにもある通り、笑顔には多くのプラスの効果が

あると言われています。NK（ナチュラルキラー）細胞が活性化して免疫力がアップしたり、血圧や血糖

値をさげたり、自律神経の働きを整えてリラックス状態にさせるほか、表情筋が鍛えられホルモンバラ

ンスも整うので、美容効果まであるのだとか。笑顔を積極的に利用することは、よりよい生き方につな

がりそうです。 

 学校では、どんな笑顔を大切にしているかというと「目標を達成したときにでる笑顔」と「思いやり

の笑顔」などがあります。一つは、上手になったと実感したとき、学習が分かったときなど、試行錯誤

してやり切った「達成感」という形でたどり着く「笑顔」です。もう一つは、「思いやりの笑顔」ですが、

例えば、何人かいるとその場を和ませようとジョークを言ったりする人がいます。それは「人や場に対

する思いやり」の表れです。思いやりのないところには、笑いも生まれません。笑いを投げかけること

で、笑いが返ってきます。つまり笑いとは、コミュニケーションの中から生まれてくる気遣いだと思う

のです。本校では、１・６年、２・５年、３・４年のペア学年で自分の相手となるペアを組み１年間を

通して活動していく中でお互いを思いやる笑顔が生まれています。人のつながりは、自然にできるもの

ではありません。相手のことを考えて、自分から笑顔をつくることで自ら相手との距離を縮め、つなが

りを育んできている結果の笑顔だと考えています。このピア・サポートの笑顔が本校の特色ともなって

います。 

ある調査によると、子どもは１日４００回笑うのに対して大人になるとわずか１５回にも減ってしま

うそうです。子どもは、面白かったり楽しかったりしたことに対して純粋に無条件で笑えるが、大人に

なると経験から雑念が入るからだそうです。作り笑いであっても効果があることは研究で実証されてい

ます。「楽しいから笑うのではない、笑うから楽しいのだ」（米心理学者／ウィリアム・ジェームズ）と

いう言葉もあります。また、笑顔は周りに伝染します。笑顔はブーメランです。笑顔を発信し、相手も

笑顔になる。そして自分にまた返ってきます。よりよい環境で子ども達を育てていくためには、まず、

子ども達を取り巻く私たちが笑顔でいることが大切かと思います。辛いことがあって気持ちが沈むこと

もあると思います。こちらが思うように子どもが育たない、言うことを聞いてくれないと日々思われて

いるかもしれません。しかし、最後は笑顔になるよう教職員・保護者・地域の方々で知恵を出し合い、

笑顔あふれる学校にしていきたいと考えています。 
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